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１【ファンドの運用状況】

（１）【投資状況】

①【投資状況】
   平成27年8月31日現在
   （単位：円）

 資産の種類 国／地域名 時価合計 投資比率(％)

親投資信託受益証券 日本 8,500,458,178 99.99

 
コール・ローン、その他資産

（負債控除後）
― 881,269 0.01

 純資産総額  8,501,339,447 100.00

（注）投資比率とは、ファンドの純資産総額に対する当該資産の時価の比率をいいます。
 

②【投資資産】

（ａ）【投資有価証券の主要銘柄】
ａ評価額上位３０銘柄

      平成27年8月31日現在

国／
地域

    上段：帳簿価額 利率（％） 投資
銘　柄 種類 業種 口数 下段：評 価 額 償還期限 比率

    単価（円） 金額（円） (年/月/日) (％)

日本
ＪＰＸ日経４００インデック
スマザーファンド

親投資信託
受益証券 ― 6,572,180,438

1.2971
1.2934

8,525,255,667
8,500,458,178

―
― 99.99

（注）投資比率は、ファンドの純資産総額に対する当該銘柄の評価金額の比率です。

 

ｂ全銘柄の種類／業種別投資比率
 平成27年8月31日現在

種類／業種別 投資比率(％)

親投資信託受益証券 99.99

合　計 99.99

（注）投資比率は、ファンドの純資産総額に対する当該種類または業種の評価金額の比率です。

 

（ｂ）【投資不動産物件】
該当事項はありません。

 

（ｃ）【その他投資資産の主要なもの】
該当事項はありません。

 

（２）【運用実績】

①【純資産の推移】

下記計算期間末日および平成27年8月末日、同日前１年以内における各月末の純資産の推移

は次の通りです。
  （単位：円）

 純資産総額
基準価額

(１万口当たりの純資産価額)

第1計算期間末日
（平成27年 1月26日）

4,867,799,522
4,867,799,522

（分配付）
（分配落）

11,773
11,773

（分配付）
（分配落）

平成26年 8月末日 2,118,409,014  10,633 

9月末日 2,417,234,262  11,130 

10月末日 3,126,273,906  11,239 

11月末日 3,387,364,872  11,861 

12月末日 4,491,609,710  11,810 

平成27年 1月末日 4,713,704,826  11,860 

2月末日 4,337,526,496  12,778 

3月末日 4,627,614,678  13,050 

4月末日 4,490,751,278  13,420 

5月末日 4,733,913,817  14,075 

6月末日 4,770,501,562  13,708 

7月末日 7,317,054,737  13,931 

8月末日 8,501,339,447  12,854 
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②【分配の推移】
 １万口当たりの分配金

第1計算期間 0円
 

③【収益率の推移】
 収益率（％）

第1計算期間 17.73

第1計算期間末日から
平成27年8月末日までの期間

9.18

（注）「収益率」とは、計算期間末の基準価額（分配付の額）から当該計算期間の直前の計算期間末
の基準価額（分配落の額）を控除した額を当該基準価額（分配落の額）で除して得た数に100を
乗じて得た数をいう。ただし、第1計算期間末日から平成27年8月末日までの期間については平成
27年8月末日の基準価額から当該基準価額（分配落の額）を控除した額を当該基準価額（分配落
の額）で除して得た数に100を乗じて得た数をいう。

 

＜参考＞

「ＪＰＸ日経４００インデックスマザーファンド」

①投資状況
   平成27年8月31日現在
   （単位：円）

 資産の種類 国／地域名 時価合計 投資比率(％)

株式 日本 12,030,806,720 97.86

 
コール・ローン、その他資産

（負債控除後）
― 262,980,238 2.14

 純資産総額  12,293,786,958 100.00

（注）投資比率とは、ファンドの純資産総額に対する当該資産の時価の比率をいいます。
 

その他の資産の投資状況
 平成27年8月31日現在
 （単位：円）

資産の種類 時価合計 投資比率(％)

株価指数先物取引　（買建） 263,580,000 2.14

（注）投資比率とは、ファンドの純資産総額に対する当該資産の時価の比率をいいます。
 

②投資資産

（ａ）投資有価証券の主要銘柄
ａ評価額上位３０銘柄
      平成27年8月31日現在

国／
地域

    上段：帳簿価額 利率（％） 投資
銘　柄 種類 業種 株式数 下段：評 価 額 償還期限 比率

    単価（円） 金額（円） (年/月/日) (％)

日本 日本たばこ産業 株式 食料品 46,900
4,223.94
4,329.50

198,103,070
203,053,550

―
― 1.65

日本 日本電信電話 株式 情報・通信業 43,200
4,241.58
4,629.50

183,236,550
199,994,400

―
― 1.63

日本 ＫＤＤＩ 株式 情報・通信業 64,900
2,962.21
3,018.00

192,247,429
195,868,200

―
― 1.59

日本 ソフトバンクグループ 株式 情報・通信業 26,600
7,255.95
7,063.00

193,008,510
187,875,800

―
― 1.53

日本 本田技研工業 株式 輸送用機器 48,400
3,924.52
3,824.00

189,947,122
185,081,600

―
― 1.51

日本 みずほフィナンシャルグループ 株式 銀行業 727,800
242.12
248.70

176,219,045
181,003,860

―
― 1.47

日本
三菱ＵＦＪフィナンシャル・
グループ 株式 銀行業 217,900

800.50
800.10

174,428,950
174,341,790

―
― 1.42

日本 三井住友フィナンシャルグループ 株式 銀行業 35,100
5,013.31
4,964.00

175,967,296
174,236,400

―
― 1.42

日本 武田薬品工業 株式 医薬品 28,300
6,072.83
5,962.00

171,861,253
168,724,600

―
― 1.37

日本 トヨタ自動車 株式 輸送用機器 23,400
7,901.86
7,192.00

184,903,626
168,292,800

―
― 1.37

日本 セブン＆アイ・ホールディングス 株式 小売業 29,700
5,134.59
5,290.00

152,497,510
157,113,000

―
― 1.28

日本 アステラス製薬 株式 医薬品 84,400
1,841.87
1,800.00

155,454,600
151,920,000

―
― 1.24

日本 東日本旅客鉄道 株式 陸運業 13,200
10,976.97
11,205.00

144,896,114
147,906,000

―
― 1.20
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日本 ファナック 株式 電気機器 7,500
22,376.72
19,715.00

167,825,474
147,862,500

―
― 1.20

日本 キヤノン 株式 電気機器 38,800
3,973.34
3,707.00

154,165,690
143,831,600

―
― 1.17

日本 東京海上ホールディングス 株式 保険業 28,800
4,762.50
4,876.00

137,160,280
140,428,800

―
― 1.14

日本 ＮＴＴドコモ 株式 情報・通信業 54,800
2,356.59
2,538.50

129,141,260
139,109,800

―
― 1.13

日本 三菱地所 株式 不動産業 53,000
2,674.82
2,609.00

141,765,780
138,277,000

―
― 1.12

日本 村田製作所 株式 電気機器 7,600
16,856.26
17,550.00

128,107,640
133,380,000

―
― 1.08

日本 三井不動産 株式 不動産業 38,000
3,467.22
3,360.00

131,754,500
127,680,000

―
― 1.04

日本 東海旅客鉄道 株式 陸運業 6,400
21,048.28
19,885.00

134,709,053
127,264,000

―
― 1.04

日本 三菱商事 株式 卸売業 54,500
2,424.07
2,255.00

132,112,191
122,897,500

―
― 1.00

日本 パナソニック 株式 電気機器 88,200
1,470.81
1,337.50

129,725,670
117,967,500

―
― 0.96

日本 日立製作所 株式 電気機器 173,000
805.38
681.80

139,331,800
117,951,400

―
― 0.96

日本 花王 株式 化学 20,300
5,693.70
5,552.00

115,582,110
112,705,600

―
― 0.92

日本 野村ホールディングス 株式
証券、商品
先物取引業 145,300

775.05
766.10

112,616,120
111,314,330

―
― 0.91

日本 日産自動車 株式 輸送用機器 101,100
1,150.53
1,097.00

116,319,325
110,906,700

―
― 0.90

日本 富士重工業 株式 輸送用機器 24,500
4,424.68
4,270.50

108,404,887
104,627,250

―
― 0.85

日本 ブリヂストン 株式 ゴム製品 25,500
4,567.33
4,067.50

116,467,046
103,721,250

―
― 0.84

日本 第一生命保険 株式 保険業 45,500
2,114.88
2,212.00

96,227,084
100,646,000

―
― 0.82

（注）投資比率は、ファンドの純資産総額に対する当該銘柄の評価金額の比率です。

 

ｂ全銘柄の種類／業種別投資比率
  平成27年8月31日現在

種類／業種別 投資比率(％)

株式 鉱業 0.42

 建設業 2.73

 食料品 4.64

 繊維製品 0.51

 パルプ・紙 0.18

 化学 6.30

 医薬品 6.56

 石油・石炭製品 0.06

 ゴム製品 1.11

 ガラス・土石製品 0.93

 鉄鋼 1.22

 非鉄金属 0.93

 金属製品 0.23

 機械 4.53

 電気機器 12.06

 輸送用機器 8.72

 精密機器 1.58

 その他製品 0.66

 電気・ガス業 0.94

 陸運業 5.11

 海運業 0.16

 空運業 0.41

 倉庫・運輸関連業 0.02

 情報・通信業 7.51

 卸売業 4.25

 小売業 4.77

 銀行業 7.88

 証券、商品先物取引業 1.64

 保険業 3.65

 その他金融業 1.50

 不動産業 3.54

 サービス業 3.11

合　計  97.86

（注）投資比率は、ファンドの純資産総額に対する当該種類または業種の評価金額の比率です。
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（ｂ）投資不動産物件
該当事項はありません。

 

（ｃ）その他投資資産の主要なもの
     平成27年8月31日現在

資産の種類 取引所名 建別 数量 簿価(円) 評価額(円)
投資比率

(％)

株価指数先物取引       

 
ＪＰＸ日経インデックス４００先物　

１５年０９月限
大阪取引所 買建 191 263,184,756 263,580,000 2.14

（注）投資比率は、ファンドの純資産総額に対する当該投資資産の評価金額の比率です。
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［参考情報］

 

【投資リスク】
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２【設定及び解約の実績】
 設定口数 解約口数 発行済口数

第1計算期間 7,528,215,545 3,393,413,720 4,134,801,825

第2計算期期首から
平成27年8月31日までの期間

9,134,158,464 6,655,425,965 6,613,534,324
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３【ファンドの経理状況】

 

【中間財務諸表】

 

１　当ファンドの中間財務諸表は、「中間財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」

（昭和52年大蔵省令第38号）ならびに同規則第３８条の３および第５７条の２の規定により、

「投資信託財産の計算に関する規則」（平成12年総理府令第133号）に基づいて作成しており

ます。

　なお、中間財務諸表に記載している金額は、円単位で表示しております。

２　当ファンドは、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、当中間計算期間（平成

27年1月27日から平成27年7月26日まで）の中間財務諸表について、ＰｗＣあらた監査法人によ

り中間監査を受けております。
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ｅＭＡＸＩＳ ＪＰＸ日経４００インデックス

（１）【中間貸借対照表】
（単位：円）

第 1 期

［ 平成27年1月26日現在 ］

第 2 期中間計算期間末

［ 平成27年7月26日現在 ］

資産の部

流動資産

金銭信託 － 83,137,942

コール・ローン 22,399,660 41,343,834

親投資信託受益証券 4,867,057,786 7,173,947,621

未収入金 118,393,000 －

未収利息 34 201

流動資産合計 5,007,850,480 7,298,429,598

資産合計 5,007,850,480 7,298,429,598

負債の部

流動負債

未払解約金 135,029,238 246,801,564

未払受託者報酬 623,671 1,274,667

未払委託者報酬 4,365,652 8,922,597

その他未払費用 32,397 66,222

流動負債合計 140,050,958 257,065,050

負債合計 140,050,958 257,065,050

純資産の部

元本等

元本 ※1 4,134,801,825 ※1 5,065,436,723

剰余金

中間剰余金又は中間欠損金（△） 732,997,697 1,975,927,825

（分配準備積立金） 220,249,652 44,923,539

元本等合計 4,867,799,522 7,041,364,548

純資産合計 4,867,799,522 7,041,364,548

負債純資産合計 5,007,850,480 7,298,429,598
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（２）【中間損益及び剰余金計算書】
（単位：円）

第 1 期中間計算期間

自 平成26年 4月 1日

至 平成26年 9月30日

第 2 期中間計算期間

自 平成27年 1月27日

至 平成27年 7月26日

営業収益

受取利息 3,373 21,529

有価証券売買等損益 193,906,439 810,315,835

営業収益合計 193,909,812 810,337,364

営業費用

受託者報酬 419,041 1,274,667

委託者報酬 2,933,246 8,922,597

その他費用 21,727 66,222

営業費用合計 3,374,014 10,263,486

営業利益 190,535,798 800,073,878

経常利益 190,535,798 800,073,878

中間純利益 190,535,798 800,073,878

一部解約に伴う中間純利益金額の分配額 45,522,537 517,567,232

期首剰余金又は期首欠損金（△） － 732,997,697

剰余金増加額又は欠損金減少額 126,503,476 2,318,914,091

中間追加信託に伴う剰余金増加額又は欠損金減
少額

126,503,476 2,318,914,091

剰余金減少額又は欠損金増加額 26,159,166 1,358,490,609

中間一部解約に伴う剰余金減少額又は欠損金増
加額

26,159,166 1,358,490,609

分配金 － －

中間剰余金又は中間欠損金（△） 245,357,571 1,975,927,825
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（３）【中間注記表】

（重要な会計方針に係る事項に関する注記）

１ 有価証券の評価基準及び評価方法 親投資信託受益証券は移動平均法に基づき、時価で評価しております。時価評価にあ

たっては、基準価額で評価しております。

 

（中間貸借対照表に関する注記）

 
 

第 1 期

［ 平成27年1月26日現在 ］

第 2 期中間計算期間末

［ 平成27年7月26日現在 ］

    
※１期首元本額 1,000,000,000円 4,134,801,825円

 期中追加設定元本額 6,528,215,545円 6,616,739,382円

 期中一部解約元本額

 

3,393,413,720円 5,686,104,484円

２ 受益権の総数

 

4,134,801,825口 5,065,436,723口

３ １口当たり純資産額 1.1773円 1.3901円

 （１万口当たり純資産額） （11,773円） （13,901円）
    
 

（中間損益及び剰余金計算書に関する注記）

該当事項はありません。

 

（金融商品に関する注記）

金融商品の時価等に関する事項

 
区　分

第 1 期

［ 平成27年1月26日現在 ］

第 2 期中間計算期間末

［ 平成27年7月26日現在 ］

１ 中間貸借対照表計上

額、時価及びその差額

時価で計上しているためその差額はありません。 同　左

２ 時価の算定方法 売買目的有価証券は、（重要な会計方針に係る事

項に関する注記）に記載しております。

同　左

  デリバティブ取引は、該当事項はありません。 同　左

  上記以外の金融商品（コールローン等）は、短期

間で決済され、時価は帳簿価額と近似していること

から、当該金融商品の帳簿価額を時価としておりま

す。

同　左

３ 金融商品の時価等に関

する事項についての補

足説明

金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほ

か、市場価格がない場合には合理的に算定された価

額が含まれております。当該価額の算定においては

一定の前提条件等を採用しているため、異なる前提

条件等によった場合、当該価額が異なることもあり

ます。

同　左

 

（有価証券関係に関する注記）

該当事項はありません。

 

（デリバティブ取引等関係に関する注記）

取引の時価等に関する事項

該当事項はありません。

 

＜参考＞

当ファンドは親投資信託受益証券を主要投資対象としております。

中間貸借対照表の資産の部に計上された親投資信託受益証券の状況は以下の通りです。
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「ＪＰＸ日経４００インデックスマザーファンド」の状況

なお、以下に記載した情報は、監査の対象外であります。

 

（１）貸借対照表

  
［ 平成27年1月26日現在 ］ ［ 平成27年7月24日現在 ］

金　額（円） 金　額（円）

資産の部    

流動資産    

コール・ローン  87,519,395 1,987,664,741

株式  4,680,833,170 9,357,949,960

派生商品評価勘定  698,464 ―

未収入金  209,995,142 1,104,744

未収配当金  5,244,710 7,317,950

未収利息  136 3,237

差入委託証拠金  3,412,500 10,206,000

流動資産合計  4,987,703,517 11,364,246,632

資産合計  4,987,703,517 11,364,246,632

負債の部    

流動負債    

派生商品評価勘定  ― 1,889,048

前受金  2,342,500 1,012,500

未払金  ― 1,684,437,302

未払解約金  118,393,000 1,704,086

流動負債合計  120,735,500 1,689,042,936

負債合計  120,735,500 1,689,042,936

純資産の部    

元本等    

元本 ※1 4,119,388,732 6,920,273,299

剰余金    

剰余金又は欠損金（△）  747,579,285 2,754,930,397

元本等合計  4,866,968,017 9,675,203,696

純資産合計  4,866,968,017 9,675,203,696

負債純資産合計  4,987,703,517 11,364,246,632

（注1）親投資信託の計算期間は、原則として、毎年1月27日から翌年1月26日までであります。

（注2）平成27年7月26日が休業日のため、前営業日の平成27年7月24日現在における親投資信託の状況です。

 

（２）注記表

（重要な会計方針に係る事項に関する注記）

１ 有価証券の評価基準及

び評価方法

株式は移動平均法に基づき、時価で評価しております。時価評価にあたっては、原則として金融商

品取引所等における終値で評価しております。

２ デリバティブ等の評価

基準及び評価方法

先物取引は個別法に基づき、金融商品取引所等における清算値段で評価しております。

 

（貸借対照表に関する注記）

  ［ 平成27年1月26日現在 ］ ［ 平成27年7月24日現在 ］

    
※１期首 平成26年4月1日 平成27年1月27日

 期首元本額 999,900,000円 4,119,388,732円

 期首からの追加設定元本額 4,216,109,751円 5,225,752,111円

 期首からの一部解約元本額

 

1,096,621,019円 2,424,867,544円

 元本の内訳＊   

 ｅＭＡＸＩＳ ＪＰＸ日経４００インデックス 4,119,388,732円 5,131,212,089円

 ＪＰＸ日経４００インデックスファンド（ラップ向け） ― 1,686,426,742円

 三菱ＵＦＪ アドバンスト・バランス（安定型） ― 16,037,026円

 三菱ＵＦＪ アドバンスト・バランス（安定成長型） ― 86,597,442円

 　　　　　　（合　計）

 

4,119,388,732円 6,920,273,299円

２ 受益権の総数

 

4,119,388,732口 6,920,273,299口

３ １口当たり純資産額 1.1815円 1.3981円

 （１万口当たり純資産額） （11,815円） （13,981円）
    
＊ 当該親投資信託受益証券を投資対象とする証券投資信託ごとの元本額
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（金融商品に関する注記）

金融商品の時価等に関する事項

 区　分 ［ 平成27年1月26日現在 ］ ［ 平成27年7月24日現在 ］

１ 貸借対照表計上額、時

価及びその差額

時価で計上しているためその差額はありません。 同　左

２ 時価の算定方法 売買目的有価証券は、（重要な会計方針に係る事

項に関する注記）に記載しております。

同　左

  デリバティブ取引は、（デリバティブ取引等関係

に関する注記）に記載しております。

同　左

  上記以外の金融商品（コールローン等）は、短期

間で決済され、時価は帳簿価額と近似していること

から、当該金融商品の帳簿価額を時価としておりま

す。

同　左

３ 金融商品の時価等に関

する事項についての補

足説明

当ファンドに投資する証券投資信託の注記表（金

融商品に関する注記）に記載しております。

同　左

 

（有価証券関係に関する注記）

該当事項はありません。

 

（デリバティブ取引等関係に関する注記）

取引の時価等に関する事項

株式関連

  ［ 平成27年1月26日現在 ］

区　分 種　類 契 約 額 等（円） 時　価 評 価 損 益

   うち1年超 （円） （円）

市場取引 株価指数先物取引     

 　買建 185,128,000 ― 185,858,000 730,000

 　合　　計 185,128,000 ― 185,858,000 730,000

 

  ［ 平成27年7月24日現在 ］

区　分 種　類 契 約 額 等（円） 時　価 評 価 損 益

   うち1年超 （円） （円）

市場取引 株価指数先物取引     

 　買建 229,902,500 ― 228,046,500 △1,856,000

 　合　　計 229,902,500 ― 228,046,500 △1,856,000

 

（注）時価の算定方法

１　先物取引の時価については、以下のように評価しております。

原則として、直近の日の主たる取引所の発表する清算値段または終値で評価しております。このような時価が

発表されていない場合には、最も近い終値や気配値等、原則に準ずる方法で評価しております。

２　先物取引の残高は、契約額ベースで表示しております。

３　契約額等には手数料相当額を含んでおりません。
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【ファンドの現況】

【純資産額計算書】

平成27年8月31日現在

（単位：円）

Ⅰ 資 産 総 額 8,563,550,607  

Ⅱ 負 債 総 額 62,211,160  

Ⅲ 純資産総額（Ⅰ－Ⅱ） 8,501,339,447  

Ⅳ 発 行 済 口 数 6,613,534,324 口

Ⅴ １口当たり純資産価額（Ⅲ／Ⅳ）
1.2854

（ １万口当たり 12,854
 

）

 

＜参考＞

「ＪＰＸ日経４００インデックスマザーファンド」の現況

純資産額計算書

平成27年8月31日現在

（単位：円）

Ⅰ 資 産 総 額 13,556,823,356  

Ⅱ 負 債 総 額 1,263,036,398  

Ⅲ 純資産総額（Ⅰ－Ⅱ） 12,293,786,958  

Ⅳ 発 行 済 口 数 9,505,271,292 口

Ⅴ １口当たり純資産価額（Ⅲ／Ⅳ）
1.2934

（ １万口当たり 12,934
 

）
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４【委託会社等の概況】

（１）【資本金の額】

半期代替書面における「委託会社等の概況」の記載のとおりです。

半期代替書面については、（http://www.am.mufg.jp/corp/profile/accounting.html）でもご覧いただ

けます。

 

（２）【事業の内容及び営業の状況】

半期代替書面における「事業の内容及び営業の概況」の記載のとおりです。

 

（３）【その他】

委託会社は平成27年７月１日に国際投信投資顧問株式会社と合併し、商号を三菱ＵＦＪ国際投信株

式会社に変更しました。

上記以外、該当事項はありません。

 

 
５【委託会社等の経理状況】

半期代替書面における「委託会社等の経理状況」の「冒頭書面」の記載のとおりです。
 
（１）【貸借対照表】

半期代替書面における「委託会社等の経理状況」の（１）「貸借対照表」の記載のとおりです。
 

（２）【損益計算書】

半期代替書面における「委託会社等の経理状況」の（２）「損益計算書」の記載のとおりです。

 
（３）【株主資本等変動計算書】

半期代替書面における「委託会社等の経理状況」の（３）「株主資本等変動計算書」の記載のとお

りです。
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６【その他】

平成27年４月24日提出済みの有価証券届出書（以下「原届出書」といいます。）の記載事項の一部に

ついて、内容の更新等を行います。原届出書の更新後の内容を記載する場合は＜更新後＞とします。

 

 

有価証券報告書
第一部　ファンド情報
第１　ファンドの状況

１　ファンドの性格

（３）ファンドの仕組み

③委託会社の概況

＜更新後＞

・資本金

2,000百万円（平成27年８月末現在）

（略）

・大株主の状況（平成27年８月末現在）

（略）
 
４　手数料等及び税金
（５）課税上の取扱い

＜更新後＞
（略）
※公募株式投資信託は税法上、少額投資非課税制度「愛称：ＮＩＳＡ（ニーサ）」の適用対象で
す。ＮＩＳＡをご利用の場合、毎年、一定額の範囲で新たに購入した公募株式投資信託などか
ら生じる配当所得および譲渡所得が一定期間非課税となります。他の口座で生じた配当所得・
譲渡所得との損益通算はできません。販売会社で非課税口座を開設するなど、一定の条件に該
当する方が対象となります。詳しくは、販売会社にお問い合わせください。

（略）
※上記は平成27年８月末現在のものですので、税法が改正された場合等には、上記の内容が変更に

なることがあります。
（略）
 

第２　管理及び運営

２　換金（解約）手続等

＜更新後＞

（略）

解約価額の
照会方法

解約価額は、販売会社にてご確認いただけます。
なお、下記においてもご照会いただけます。
　三菱ＵＦＪ国際投信株式会社
　お客様専用フリーダイヤル　0120-151034
　（受付時間：毎営業日の9:00～17:00）
　ホームページアドレス　http://www.am.mufg.jp/

ｅＭＡＸＩＳ専用サイト　http://emaxis.muam.jp/

（略）

 

第二部　委託会社等の情報
第２　その他の関係法人の概況

１　名称、資本金の額及び事業の内容

（１）受託会社

＜更新後＞

（略）

②資本金の額：324,279百万円（平成27年３月末現在）

（略）

 

（２）販売会社
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＜更新後＞

①名称
②資本金の額

（平成27年３月末現在）
③事業の内容

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 1,711,958 百万円 銀行業務を営んでいます。

株式会社ジャパンネット銀行 37,250 百万円 銀行業務を営んでいます。

株式会社山形銀行 12,008 百万円 銀行業務を営んでいます。

株式会社横浜銀行 215,628 百万円 銀行業務を営んでいます。

株式会社十六銀行 36,839 百万円 銀行業務を営んでいます。

株式会社南都銀行 29,249 百万円 銀行業務を営んでいます。

株式会社福岡銀行 82,329 百万円 銀行業務を営んでいます。

株式会社親和銀行 36,878 百万円 銀行業務を営んでいます。

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 324,279 百万円
銀行業務および信託業務を営ん
でいます。

株式会社熊本銀行 33,847 百万円 銀行業務を営んでいます。

カブドットコム証券株式会社 7,196 百万円
金融商品取引法に定める第一種
金融商品取引業を営んでいま
す。

エース証券株式会社 8,831 百万円
金融商品取引法に定める第一種
金融商品取引業を営んでいま
す。

株式会社ＳＢＩ証券 47,937 百万円
金融商品取引法に定める第一種
金融商品取引業を営んでいま
す。

岡三オンライン証券株式会社
8,500 百万円 金融商品取引法に定める第一種

金融商品取引業を営んでいま
す。（平成27年４月28日現在）

立花証券株式会社 6,695 百万円
金融商品取引法に定める第一種
金融商品取引業を営んでいま
す。

楽天証券株式会社 7,495 百万円
金融商品取引法に定める第一種
金融商品取引業を営んでいま
す。

東海東京証券株式会社 6,000 百万円
金融商品取引法に定める第一種
金融商品取引業を営んでいま
す。

東洋証券株式会社 13,494 百万円
金融商品取引法に定める第一種
金融商品取引業を営んでいま
す。

ＳＭＢＣ日興証券株式会社 10,000 百万円
金融商品取引法に定める第一種
金融商品取引業を営んでいま
す。

マネックス証券株式会社 12,200 百万円
金融商品取引法に定める第一種
金融商品取引業を営んでいま
す。

野村證券株式会社 10,000 百万円
金融商品取引法に定める第一種
金融商品取引業を営んでいま
す。

浜銀ＴＴ証券株式会社 3,307 百万円
金融商品取引法に定める第一種
金融商品取引業を営んでいま
す。

フィデリティ証券株式会社 6,707 百万円
金融商品取引法に定める第一種
金融商品取引業を営んでいま
す。

ＳＭＢＣフレンド証券株式会社 27,270 百万円
金融商品取引法に定める第一種
金融商品取引業を営んでいま
す。
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三菱ＵＦＪモルガン・スタン
レー証券株式会社

40,500 百万円
金融商品取引法に定める第一種
金融商品取引業を営んでいま
す。

 

３　資本関係

＜更新後＞

委託会社と関係法人の主な資本関係は次の通りです。（平成27年８月末現在）

（略）
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独　立　監　査　人　の　中　間　監　査　報　告　書

 

平成27年９月２日

 

 

三 菱 Ｕ Ｆ Ｊ 国 際 投 信 株 式 会 社

取　締　役　会　御　中

 

PwCあらた監査法人

 指　定　社　員
業務執行社員

 公認会計士　柴 　毅　印

 

 

 

 

 指　定　社　員
業務執行社員

 公認会計士　大畑　茂　印

 

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「ファンドの経理状況」に掲

げられているｅＭＡＸＩＳ ＪＰＸ日経４００インデックスの平成27年１月27日から平成27年７月26日までの中間計算期

間の中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益及び剰余金計算書並びに中間注記表について中間監査を行っ

た。

中間財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して中間財務諸表を作

成し有用な情報を表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間財務諸表を作成し有

用な情報を表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した中間監査に基づいて、独立の立場から中間財務諸表に対する意見を表明

することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間監査の基準に準拠して中間監査を

行った。中間監査の基準は、当監査法人に中間財務諸表には全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資

者の判断を損なうような重要な虚偽表示がないかどうかの合理的な保証を得るために、中間監査に係る監査計画を策定

し、これに基づき中間監査を実施することを求めている。

　中間監査においては、中間財務諸表の金額及び開示について監査証拠を入手するために年度監査と比べて監査手続の

一部を省略した中間監査手続が実施される。中間監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による中間財務

諸表の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて、分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手続

が選択及び適用される。中間監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法

人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な中間監査手続を立案するために、中間財務諸表の作成と有用な

情報の表示に関連する内部統制を検討する。また、中間監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに

経営者によって行われた見積りの評価も含め中間財務諸表の表示を検討することが含まれる。

　当監査法人は、中間監査の意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

中間監査意見

当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠

して、ｅＭＡＸＩＳ ＪＰＸ日経４００インデックスの平成27年７月26日現在の信託財産の状態及び同日をもって終了す

る中間計算期間（平成27年１月27日から平成27年７月26日まで）の損益の状況に関する有用な情報を表示しているもの

と認める。

利害関係

三菱ＵＦＪ国際投信株式会社及びファンドと当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記

載すべき利害関係はない。

以　 上

 

（注）上記は、委託会社が、独立監査人の中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本

は委託会社が別途保管しております。なお、XBRLデータは中間監査の対象に含まれていません。

 

EDINET提出書類

三菱ＵＦＪ国際投信株式会社(E11518)

半期報告書（内国投資信託受益証券）

20/20


	表紙
	本文
	１ファンドの運用状況
	（１）投資状況
	①投資状況
	②投資資産
	（ａ）投資有価証券の主要銘柄
	（ｂ）投資不動産物件
	（ｃ）その他投資資産の主要なもの


	（２）運用実績
	①純資産の推移
	②分配の推移
	③収益率の推移
	投資リスク



	２設定及び解約の実績
	３ファンドの経理状況
	中間財務諸表
	（１）中間貸借対照表
	（２）中間損益及び剰余金計算書
	（３）中間注記表

	ファンドの現況
	純資産額計算書

	４委託会社等の概況
	（１）資本金の額
	（２）事業の内容及び営業の状況
	（３）その他

	５委託会社等の経理状況
	（１）貸借対照表
	（２）損益計算書
	（３）株主資本等変動計算書

	６その他
	監査報告書

